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事業の概要

【参考情報①】 人口：104.8万人
関連ＵＲＬ：https://www.pref.toyama.jp/140406/tyusankan/doro-
nntop.html

【参考情報②】地方創生推進交付金（内閣府）とは
ＵＲＬ：https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/souseikoufukin.html 令和３年度事業費 8,000千円

（うち、地方創生推進交付金交付金（内閣府） 4,000千円）

もっと知りたい！ 担当者にインタビュー

（富山県）

（総務省）

取組の経緯・きっかけを教えてください。

導入又は実証時において、国又は都道府県の支援制度
（人的支援や技術提供、補助金等）を活用しましたか？

17 中山間地域ドローン物流実証事業【富山県】

①ルート
・南砺市平地域の主に庄川
上空を飛行
②内容
・レベル３・レベル２による日
用品及び食料品（約３㎏）
の輸送（予備調査のため当
日までにテスト飛行を複数回
実施）

本県の中山間地域では公共交通機関の縮
小・撤退や地域の卸売業・小売業者の減少に
より、将来的に買い物困難者が発生するおそれ
があり、こうした地域課題を解決する一手段とし
てドローンを活用した物流構築の検討を開始し
ました。

事業の実施にあたっては、内閣府の地方創生推
進交付金を活用しました。

事業の近況を教えてください。

令和3年度に実施した実証実験での課題を踏ま
え、令和４年度も引き続き実証実験を実施すると
ともに、ビジネスモデル構築のためサービスの需要者
（住民）、供給者（事業者）への調査を行い、
富山県の実情に応じたドローンも活用した物流の
可能性を検討していきます。

○ 中山間地域におけるドローンを活用した持続的な物流の可能性
の検討と検証を実施。

【スタート】下梨地内（平市民センター）

【経由】東中江地内

【ゴール】祖山地内

飛行距離
約６ｋｍ

約３ｋｍ

レベル２

(目視内自律飛行)

レベル３
（無人地帯目視外自律飛行）

○ 実証実験での課題を踏まえ、今後、ビジネスモデル構築のための
調査を行うこととしている。
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★担当：富山県地方創生局
ワンチームとやま推進室中山間地域対策課★

https://www.pref.toyama.jp/140406/tyusankan/doro-nntop.html
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/souseikoufukin.html

